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   ～「井の中の蛙大海を知らず」されど・・・」～ 

 「井の中の蛙 大海を知らず」 

 小さなところで満足してしまっている状態をいいますよね。 

 この言葉は中国の『荘子』という書に出てきます。 

 で、これは生徒指導部通心（信）なので・・・これに続く言葉って？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

では、あなたも練習してみましょう！考えてみましょう！ 

「井の中の蛙大海を知らず。されど・・・ 

               を知る！」 

これにつづく有名な言葉があります。 

「井の中の蛙大海を知らず。されど・・・ 

天の高さを知る！」 
でも、この言葉『荘子』には出てきません。 

荘子はそんなことは言っていないのです。 

後世に誰かが勝手につけ足したのです。 

「井の中の蛙大海を知らず。されど・・・ 

天の蒼さを知る！」 
といった人もいます。 

 誰かが勝手につけ足した言葉ですが、こんなに素敵に意味が変わるの 

なら素晴らしいことです。 

 人生は、たとえ同じ状況に置かれても、どこを見るかでまったく変わるわけです。 

 井の中の蛙だと嘆く人もいれば・・・ 

 だからこそ・・・「天の高さ」・「天の蒼さ」が分かると思う人もいるのです。 

 あなたの今抱えている悩み、不安、何かをつけ足して解釈を変えることはできませんか？ 

例えば・・・ 

 心配性は・・・思いやりがあるということ。 

 落ち込むのは・・・高い理想を追い求めているから 

 すぐに決断できないのは・・・周りの意見を尊重するから 

 神経質は・・・几帳面 

 おおざっぱは・・・おおらか 

 落ち着きがないのは・・・落ち着いていられないほど県高生活にワクワクしているから！ 

不安や悩みに勝手に解釈を加えて、素敵な意味に変えるゲームを「人生」というのです。 

「運命の流れを変える！幸せのスィッチ」ひすい こたろう（王様文庫）より 一部変えています 


